
―記者発表資料― 

令和８年３月５日 

日本下水道事業団 

処理場・ポンプ場用の台帳システム「AMDB2.0」をリリースしました 

日本下水道事業団は、AMDBを、最新のデジタル技術により地方公共団体の皆様

からの改善要望に対応した「AMDB2.0」として全面刷新しました。令和 8年 3月よ

り運用を開始します。 

AMDBは運用開始以来、多くの自治体様にご利用いただいて参りましたが、システム

の老朽化とデータ活用の高度化ニーズを受け、抜本的な再構築を行いました。単なる

機能更新にとどまらない、「AMDB2.0」の主な進化ポイントは以下の通りです。 

1. 他システムとの連携がスムーズに：

「下水処理場・ポンプ場施設台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き」（日

本下水道協会）も参考にしつつ、さらに、外部システムとの連携を容易にする高い

拡張性を備え、柔軟なデータ活用を可能にしました。

2. ユーザにとってより使いやすく：

大量データの一括取込機能（重複登録防止機能付）を実装し、入力作業を効率化し

ました。また、いつでも健全度算出が可能となり、自治体自身でのユーザ管理も実

現しました。なお、従来の料金プランに加え、最低限の資産管理のみに特化した料

金プランも新設しました。

3. 直感的な操作画面：

一つの資産に関する全ての関連情報を一つの画面で確認できるよう設計を刷新し

ました。これにより、情報確認の手間を削減し、業務効率を向上させます。

AMDB2.0 を導入することで、施設台帳の電子化が促進され、ストックマネジメント

計画策定の効率化、災害時の迅速な対応など、下水道事業の業務に多大な改善効果を

もたらすことが期待できます。日本下水道事業団は今後も、下水道事業の持続可能な

発展に貢献してまいります。 

＜問い合わせ先＞ 

DX戦略部 DX企画課長  原田 庄一郎 

TEL：03-6892-2018  

E-mail：amdb-renewal@jswa.go.jp 



1. 施設情報の一元管理

資産情報・保守点検調査・
修繕改築履歴を
網羅的に管理

写真や書類等の紐付けも可能

2. 柔軟なデータ活用

XLS
CSV

集計機能はあえて搭載せず
Excel/CSV出力に特化

自由な分析・加工が可能

3. 重複排除付き一括取込

重複データをブロック！

大量データの一括登録に対応

過去の失敗事例を活かし

重複登録を自動で排除

AMDB2.0の主な機能と特徴



システム拡張性と提供プラン

■将来的なAPI連携を見据えた設計（拡張性）

■自治体のニーズに合わせた3段階プラン

ベーシック
基本機能に特化

低コストで導入可能

スタンダード
標準的な機能を網羅
バランスの良い構成

プレミアム
高度な利用ニーズに対応

フル機能を提供

契約情報や部品情報まで
扱えます

JS基準による
健全度算出機能まで

利用可能です

会計システム、BIM/CIMシステム、
維持管理台帳等の他システムとも
将来的な連携を想定した設計

最低限の資産管理に特化



基本的な画面とナビゲーション

1
ログインユーザ情報

（ID/ロール）

ログアウトボタン
（終了時は必ずここから）

２

左メニュー
（各機能へのアクセス）

３

５

タブ切り替え
（関連情報はここから）

現在地表示（パンくずリスト）４
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